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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓音響を検知すると共に前記心臓音響に関係する心臓音響信号を生成するべく、患者
の心臓に接続して配置されるように適合された心臓音響検知要素（３）を有するセンサハ
ウジング（２）と、
　前記心臓音響信号を受け取るように適合された処理ユニット（５）を有する監視ユニッ
トハウジング（４）であって、前記センサハウジング（２）とは、分離されており、且つ
、前記患者の上部胸骨に対して配置されるように適合された監視ユニットハウジング（４
）と、
　を有する音響心臓信号を監視する監視システム（１）において、
　前記システム（１）は、前記センサハウジング（２）を前記監視ユニットハウジング（
４）に接続する柔軟な細長いコネクタ（６）を更に有し、前記コネクタ（６）は、長手方
向軸（７）に沿って長手方向の延長部を有し、前記コネクタ（６）は、角度を有する関係
において前記監視ユニットハウジング（４）に接続され、前記長手方向軸（７）と前記監
視ユニットハウジング（４）の主軸（８）の間の角度αは、既定の間隔以内であり、且つ
、前記柔軟な細長いコネクタ（６）は、弾性的に捩じれると共に／又は折れ曲がるように
適合されていることを特徴とするシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のシステムにおいて、前記既定の間隔は、２０～９０度であることを特
徴とするシステム。
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【請求項３】
　請求項１又は２に記載のシステムにおいて、前記長手方向の延長部は、１０～１００ｍ
ｍであることを特徴とするシステム。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記柔軟な細長いコネクタ（
６）は、５～５０ｍｍの幅を有することを特徴とするシステム。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記柔軟な細長いコネクタ（
６）は、７０未満の、更に好ましくは、５０未満の、且つ、更に好ましくは、４０未満の
、ショアＡ硬度を有する材料を含むことを特徴とするシステム。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記柔軟な細長いコネクタ（
６）は、寸法が安定していると共に形状の完全性を有することを特徴とするシステム。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記柔軟な細長いコネクタ（
６）は、前記センサハウジング（２）と前記監視ユニットハウジング（４）の間において
電気信号を転送するように適合された電気的手段を有することを特徴とするシステム。
【請求項８】
　請求項１乃至７の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記柔軟な細長いコネクタ（
６）は、前記ハウジング（２、４）が常に前記長手方向の延長部によって分離されるよう
に、安定した半剛性の、但し、依然として柔軟である方式により、前記ハウジング（２、
４）を接続するように適合されていることを特徴とするシステム。
【請求項９】
　請求項１乃至８の何れか１項に記載のシステムにおいて、前記センサハウジング（２）
及び監視ユニットハウジング（４）を患者の皮膚に装着するように適合された接着剤パッ
チ（１０）を有することを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　請求項９に記載のシステムにおいて、前記接着剤パッチ（１０）は、応力を伴わない運
動及び延伸を許容するべくスリットを有することを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、心臓音響の記録の分野に関し、且つ、更に詳しくは、独立請求項の前文によ
る心臓信号の監視用の監視システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　比較的簡単な診断業務を実行するために医療従事者によって使用されている広く使用さ
れるツールが聴診器であり、聴診器は、人間の皮膚を通じて様々な内部の身体機能を聴取
するために使用されている。従来の聴診器は、今日では、キャプチャされた音響を増幅す
る電子式デジタル聴診器により、ある程度、置き換えられている。
【０００３】
　拍動する心臓の狭窄プラークに伴う冠動脈からの心雑音又は低レベルの雑音が１９７０
年代に発見された。プラークは、循環する血液が層状の状況から乱流に変化することをも
たらす。乱流は、振動をもたらすことになり、この振動が、皮膚の表面において音響とし
てピックアップされる場合がある。早期の発見にも拘らず、心雑音の強度レベルの使用は
、商業的なインパクトをまったく獲得しておらず、その理由は、恐らくは、音響の記録の
管理のための効果的なアルゴリズムの生成という大きな課題によるものであろう。この強
度は、正常な心臓の拍動の１００～１０００分の１未満であり、正常な耳によっては、聴
診器によっても聴取不能であり、且つ、適切な記録のための要件が極端である。これは、
最適化又は新しい解決策の発見のために、記録及びデータの管理に関連するすべての詳細
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を再検討しなければならないことを意味している。
【０００４】
　国際特許出願公開第２００９／０８００４０－Ａ１号パンフレット及び国際特許出願公
開第２０１０－０７８１６８－Ａ２号パンフレットは、このようないくつかの側面に対処
している。国際特許出願公開第２００９／０８００４０－Ａ１号パンフレットは、音響信
号の監視のために使用される接着剤パッチについて記述している。記録の品質を改善する
べく、変換手段と皮膚の表面の間の圧力を可能な限り安定した状態で維持することにより
、音響の伝導性、伝達、並びに、伝導手段と皮膚の表面の間における接触が最適化されて
いる。国際特許出願公開第２０１０／０７８１６８－Ａ２号パンフレットは、様々な状態
における身体の音響の正確且つ安定した計測値を提供するべく意図された音響センサを有
する音響センサ組立体を開示している。
【０００５】
　更には、以下の文献も、関係する話題に対処している。米国特許出願公開第２００９／
００９９４７９号明細書は、適切な気管内における配置を判定するための装置及び方法に
関する。米国特許出願公開第２００８／０２２８０９５号明細書は、視覚的に且つ聴覚的
に患者の生体信号（ｖｉｔａｌ　ｌｉｆｅ　ｓｉｇｎ）を監視する携帯型の可視及び可聴
聴診器に関する。そして、米国特許第５，７３７，４２９号明細書には、身体の機能及び
生理学的パラメータを計測するための、且つ、デュアル音響検出による医療スクリーニン
グ及び診断のための、多機能ハンドヘルド型医療装置が開示されている。
【０００６】
　この観点において、音響心臓音響の繊細な記録のための十分な解決策に到達するための
当技術分野における更なる進展に対するニーズが依然として存在している。最良の可能な
高品質の記録を取得するために、且つ、後続するその後の適切な管理のために、依然とし
て重要である課題を克服するべく新しい装置及び方法を開発する必要がある。
【０００７】
　従って、本発明の目的は、音響心臓音響の記録のための改善されたシステムを提供する
という点にある。
【発明の概要】
【０００８】
　上述の目的は、独立請求項による音響心臓信号を監視する監視システムによって実現さ
れる。監視システムは、心臓音響を検知すると共に心臓音響に関係した心臓音響信号を生
成するべく、患者の心臓に接続して配置されるように適合された心臓音響検知要素を有す
るセンサハウジングを有する。システムは、心臓音響信号を受け取るように適合された処
理ユニットを有する監視ユニットハウジングを更に有し、この場合に、前記監視ユニット
ハウジングは、前記センサハウジングから分離されており、且つ、患者の上部胸骨に対し
て配置されるように適合されている。監視システムは、センサハウジングを監視ユニット
ハウジングに接続する柔軟な細長いコネクタを更に有し、コネクタは、長手方向軸に沿っ
て長手方向の延長部を有する。コネクタは、角度を有する関係において監視ユニットハウ
ジングに対して接続され、且つ、長手方向軸と監視ユニットハウジングの主軸の間の角度
αは、既定の間隔以内である。
【０００９】
　監視ユニットハウジングからセンサハウジングを分離すると共にこれらのハウジングを
上述の柔軟な細長いコネクタによって接続することにより、監視ユニットハウジングに由
来する検知要素に対する応力を大幅に除去する監視システムの理想的な固定が実現される
。センサハウジングと監視ハウジングの間における応力は、センサハウジングの不正確な
位置決めに起因し、心臓の心雑音の記録の劣化をもたらすことになり、且つ、監視ユニッ
トハウジングから生じた、或いは、センサハウジングの皮膚との接触の劣化に起因した、
外部雑音を潜在的に更に導入することになる。
【００１０】
　コネクタと監視ユニットハウジングの間の角度を有する関係は、患者における監視シス
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テムの正しい配置のためのガイドを提供する。図１において観察できるように、上部胸骨
は、通常、相対的に平らであり、且つ、性別、年齢、及び肥満とは、ほぼ無関係な胸部の
領域であることから、監視ユニットハウジング４は、好ましくは、患者の上部胸骨又は胸
の骨に対して固定された状態で配置される。この領域は、監視ユニットハウジングの安定
した配置を提供する。この結果、センサハウジングは、例えば、心臓の上方において胸部
上のＩＣ４位置（４番目の肋間位置）において延在するように配置されることになろう。
この配置は、患者の心臓音響の確実な記録を可能にする。ＩＣ４位置は、特に、性別、年
齢、サイズ、及び肥満に起因して変化する場合がある。柔軟であると共に角度を有する接
続は、監視ユニットハウジングからの応力の誘発を伴うことなしにセンサハウジングの位
置決めを許容する。コネクタは、システムのコンポーネントの間における安定的且つ相対
的に固定された関係を保証すると同時に、例えば、異なる身体サイズを有する異なる患者
に対して適合可能であるなど、柔軟性を監視システムに対して提供する。この監視システ
ムの設計は、高品質な記録、記録の適切な管理、及び装置の取扱いを提供する。
【００１１】
　更には、コネクタ用の材料の適切な選択により、センサ要素に対して雑音を導入しうる
監視ユニットハウジングに由来する応力を低減することができる。従って、本出願は、可
能な最良の高品質な記録を取得するべく、依然として重要な課題を克服するための装置の
新しい設計を開示している。
【００１２】
　好適な実施形態については、従属請求項及び詳細な説明に記述されている。
【００１３】
　以下、添付の図面を参照し、本発明について詳細に説明することとする。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明の一実施形態による患者の胸部上における監視システムの配置を
示す。
【図２】図２は、本発明の更なる実施形態による監視システムを示す。
【図３】図３は、本発明の更に別の実施形態による監視システムのブロックダイアグラム
を示す。
【図４】図４は、本発明の別の実施形態による監視システムを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、図２及び図３を参照し、監視システム１について説明することとする。図２は、
一実施形態による音響心臓信号を監視する監視システムを示しており、且つ、図３は、監
視システム１のブロックダイアグラムを示している。監視システム１は、心臓音響データ
を検知すると共に心臓音響データに関係する心臓音響信号を生成するべく、患者の心臓に
接続して配置されるように適合された心臓音響検知要素３を有するセンサハウジング２を
有する。心臓音響検知要素３による記録は、好ましくは、１～２０００Ｈｚの周波数場に
おけるものである。又、監視システム１は、心臓音響信号を受け取るように適合された処
理ユニット５を有する監視ユニットハウジング４をも有し、この場合に、監視ユニットハ
ウジング４は、センサハウジング２から分離されている。処理ユニット５は、一実施形態
によれば、監視ユニット（図示せず）内に収容されている。次いで、監視ユニットは、監
視ユニットハウジング４に収容されており、且つ、アナログ記録された信号をデジタル信
号に変換するための少なくとも１つのＡＤコンバータと、メモリ手段と、好ましくは、デ
ータ管理を実行するための電池などの電源又は電力接続設備と、を更に有する。監視ユニ
ットハウジング４は、患者の上部胸骨に対して配置されるように更に適合されている。監
視ユニットハウジング４は、データの表示のためのディスプレイ１１及び／又はアナログ
又はデジタル信号の外部ユニットへの更なる転送のための無線通信解決策を有してもよい
。外部ユニットは、例えば、スマートフォン又はコンピュータであってもよい。デジタル
信号は、一実施形態によれば、患者の状態を示すディスプレイにおいて読出値を生成する
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ためのアルゴリズムによって処理されている。図２においては、オン／オフボタンが、参
照符号９によって表記された状態で示されている。
【００１６】
　監視システム１は、センサハウジング２を監視ユニットハウジング４に接続する柔軟な
細長いコネクタ６を更に有する。コネクタ６は、長手方向軸７に沿って長手方向の延長部
を有する。コネクタ６は、角度を有する関係において監視ユニットハウジング４に対して
接続されており、且つ、この場合に、長手方向軸７と監視ユニットハウジング４の主軸８
の間の角度αは、既定の間隔以内である。一実施形態によれば、既定の間隔は、２０～９
０度である。主軸８とは、監視システム１が使用中であると共に患者の胸部上において正
しく配置されている際に患者の胸骨の長手方向の延長部の直接的に上方において且つこれ
に対して基本的に平行に配置されるように意図された監視ハウジング４の軸である。図面
においては、監視ユニットハウジング４は、矩形の形状を有しており、且つ、主軸８は、
この実施形態においては、監視ユニットハウジング４の長手方向の延長部に沿って中央に
配置された軸である。監視ユニットハウジング４が、例えば、円形の形状などの別の形状
を有する場合には、監視ユニットハウジング４は、本発明との関連においても、依然とし
て、監視システム１が使用中であると共に正しく配置されている際に患者の胸骨の長手方
向の延長部の直接的に上方において且つこれに対して基本的に平行に配置された主軸８を
有することになる。主軸８は、一実施形態によれば、ユーザーを監視ハウジング４の正し
い配置にガイドするべく、監視ハウジング４上に表記されている。
【００１７】
　コネクタ６は、好ましくは、柔らかく、且つ、弾性を有する。コネクタ６は、一実施形
態によれば、監視ユニットハウジング４及びセンサハウジング２を既定の角度αにおいて
接続していることを特徴としており、且つ、その柔軟な特性に起因し、監視ユニットハウ
ジング４とセンサハウジング２の間に応力を生成する混乱及び雑音を導入することなしに
既定の角度α以外の角度を有する位置における監視ユニットハウジング４とセンサハウジ
ング２の位置決めを依然として許容している。
【００１８】
　コネクタ６は、好ましくは、正しい配置を促進するべく、すべての方向において容易に
折れ曲がると共に／又は、最大で±４５だけ容易に捩じれる。形状を維持するべく、コネ
クタ６は、一実施形態によれば、弾性的に捩じれると共に／又は折れ曲がるように適合さ
れている。従って、コネクタ６は、この結果、記録又は変形の後にそのオリジナルの形状
に戻ることになる。コネクタ６は、一実施形態によれば、ハウジング２、４の間の距離の
大きな変化を回避するべく、限られた延伸性を有している。コネクタ６は、一実施形態に
よれば、寸法が安定していると共に形状の完全性を有しており、従って、コネクタは、基
本的にその形状を維持することになる。一実施形態によれば、柔軟な細長いコネクタ６は
、ハウジング２、４が常に長手方向の延長部によって分離されるように、安定した又は半
剛性の、但し、依然として柔軟である方式により、ハウジング２、４を接続するように適
合されている。「半剛性」という表現は、本発明との関連において、部分的又は中程度に
剛性を有することを意味している。
【００１９】
　柔軟な細長いコネクタ６の長手方向の延長部は、一実施形態によれば、１０～１００ｍ
ｍであり、更に好ましくは、２５～５０ｍｍである。このコネクタ６の長さは、心臓音響
の良好な記録を実現しうる監視システムの配置を可能にすることから、好ましい。柔軟な
細長いコネクタ６の長手方向の延長部は、一実施形態によれば、監視ユニットハウジング
４とセンサハウジング２の間の選択された角度αによって左右される。柔軟な細長いコネ
クタ６は、一実施形態によれば、５～５０ｍｍの、更に好ましくは、５～２０ｍｍの、幅
を有する。コネクタ６の幅ｄは、図２には、コネクタ６の長手方向軸７に垂直の距離とし
て示されている。監視ユニットハウジング４とセンサハウジング２の間のコネクタ６の必
要とされる柔軟性は、寸法及び材料の適切な選択肢によって実現されている。例えば、非
常に柔らかく且つ柔軟な材料を有するコネクタ６は、同一の安定性を実現するべく、相対
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的に硬く且つ柔軟ではない材料を有するコネクタ６よりも、大きな寸法を必要とすること
になろう。好適な材料は、小さな捩り剛性率を有すると共にある程度の弾性を有すること
になる。特に、構造の厚さが接続部において１０～２０ｍｍ超である際には、好ましくは
７０未満のショアＡ硬度を有する材料のような様々なタイプのエラストマ及びゴムが適切
であろう。但し、好適な硬度は、５０未満の、且つ、場合によっては、更に好ましくは、
４０未満の、且つ、場合によっては、更に好ましくは、３０未満の、ショアＡとなる。Ｋ
ｒａｔｏｎ　ＴＲ１６０２及びＴＲ１１０１のＯｂｊｅｃｔ　Ｔａｎｇｏ　Ｂｌａｃｋ（
商標）及びＫｒａｉｂｕｒｇ　ＴＦ　４　ＦＭＳが、本発明の適切なエラストマの具体的
な例である。
【００２０】
　コネクタ６の柔軟性は、一実施形態によれば、容易に捩じれる能力を特徴としている。
臨床の現場においては、最適な音響記録を得るべく必要とされる捩じれは、小さなものと
なり、且つ、一般には、４５度よりもかなり小さなものとなる。以下の実施例１に示され
ているように、好適な実施形態におけるコネクタ６の１５度という臨床において一般的な
捩じれの場合のトルクは、約０．００２Ｎｍとなる。コネクタ６に作用する１５度の捩じ
れにおける０．０４Ｎｍを上回る捩じれトルクの場合には、コネクタ６は、心臓の音響を
記録する際に小さな捩じれ力をセンサハウジング２に印加するという目的に資するには、
硬過ぎるということになる。従って、コネクタ６の好適な実施形態は、約１５度だけコネ
クタ６を捩るために、０．０１Ｎｍ未満のトルクを必要とすることになろう。
【実施例】
【００２１】
実施例１
　以下、センサハウジング２を監視ユニットハウジング４と接続するコネクタ６の好適な
実施形態における捩じれの力について説明する。
【００２２】
　捩じれとは、Ｎｍを単位として計測される印加トルクに起因した所与の物体の捩じれで
ある。好適な実施形態における４０ｍｍの長さを有するコネクタ６のトルクをＭｅｃｍｅ
ｓｉｎによって製造された「Ｔｏｒｎａｄｏ　ｂｏｔｔｌｅ　ｔｅｓｔｅｒ，ＪＫＭ　Ｓ
ｙｓｔｅｍｓ」装置によって判定した。トルクは、捩じれの角度によって左右され、且つ
、以下の表１には、１５～９０度の捩じれにおける判定結果が示されている。

【００２３】
　監視システム１の各部分の間において信号を転送するべく、コネクタ６は、一実施形態
によれば、センサハウジング２と監視ユニットハウジング４の間において電気信号を転送
するように適合されたリード線などの電気手段を有する。更には、又はこの代わりに、電
気的接続は、印刷されたリード線を有する幅の狭いフレックス印刷回路基板により、従っ
て、複数の電気信号の転送用のインターフェイスにより、実現されてもよい。
【００２４】
　図４に示されている一実施形態によれば、監視システムは、センサハウジング２と監視
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ユニットハウジング４を患者の皮膚に装着するように適合された接着剤パッチ１０を有す
る。監視システム用の接着剤パッチ１０は、好ましくは、センサハウジング２用の意図さ
れた位置と監視ユニットハウジング４用の意図された位置の間において、センサハウジン
グ２と監視ユニットハウジング４の間と同一の角度αを有する。パッチ１０は、好ましく
は、極めて小さな力による歪及び捩じれを許容することを特徴とする高弾性及び柔軟性を
有する材料から構築されている。一実施形態によれば、接着剤パッチ１０は、応力を伴わ
ない運動及び延伸を許容するべく、スリットを有する。この結果、構造は、応力を伴わな
いパッチ１０の運動及び延伸を許容するべく、コネクタ６に対応した部分にスリットを有
するように切削されている。従って、パッチ１０は、コネクタ６が捩じれるか又は折り曲
げられた際に、コネクタ６の運動に追随できるように、設計されている。従って、患者の
皮膚に対する監視システム１の装着を実現することが可能であり、且つ、これにより、監
視システム１の柔軟な運動を依然として許容することができる。従って、パッチ１０は、
監視システムの運動を妨げることにならない。
【００２５】
　本発明は、上述の好適な実施形態に限定されるものではない。様々な代替形態、変更形
態、及び均等物が使用されてもよい。従って、上述の実施形態は、添付の請求項によって
定義されている本発明の範囲を限定するものとして解釈してはならない。

【図１】 【図２】

【図３】
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